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自治環境省（Ministry of Local Administration and Environment） 
Hilal al Atrash  Minister 
Sadek Abowatfa  Deputy Minister 
Nabil Al-Achraf  Deputy Minister 
Ziad Nahlawy  Director of Urban Planning 
Mamal Sakka  Head of EIA Department 
Abdul Karim Edris  Topography 
Kouthar Khalil  Eng. Climate Change 
Samah Rislan  Eng. GIS unit & EIA 
 
ダマスカス市（Damascus Governorate） 
Bashar Mufti  Governor of DG 
Ghassan Nwilati  Director, Urban Design & Planning 
Abdul Fattah   Director Urban Design & Planning 
Lamia Reda  Deputy Head of Planning 
Imad Bezreh  Deputy Head of Planning 
Hiam Alali   Head of Master Plan 
Hassan Haje  Head of Studies Planning 
Ahmad Aldali  Master Plan Section 
Tarek Al-Asmi  Director of Traffic and Transportation Directorate 
Abdallah Aboud  Deputy Director of Traffic and Transportation Directorate 
Lisa Abdul Ghafour  Study Department 
Anwar Fayyad, Executive  Workshop Department 
Amal Haddad   Study Department  
 
ダマスカス郊外県（Rural Damascus Governorate） 
Mohamed Said Akil   Governor of RDG 
Khaled Masri  Head, Topography Section 
Rafat Abu Fakhr  Planning Engineer 
Talhat Ntouf  Area Engineer 
Dallal Musafa  Head, License section 
Majida Doubani  Planning Engineer 
Kheera Eid  Urban Planning Engineer 
Buthena Muhana  Urban Planning Engineer 
Sana Eissa   Head, Regional Planning Section 
Hisham Al Baba  Head, Urban Planning Section 
Hassan Al Sadi  Head, Technical Affairs Dept 
Imad Eddin Bezreh  Survey Department Chief 
 
運輸省(Ministry of Transport)) 
Yarab Badir   Minister of Transport 
Mayador Skeiker   Head of Planning Department 
Roula Almarai   Civil Engineer of Planning Department 
 
観光省（Ministry of Tourism） 
Kasem Darwish   Planning Director, Ministry of Tourism 
Bassam Barsek   Director of International Relations, Ministry of Tourism 
Kouthar Khalil   Climate Change Department  

２．主要面談者リスト 
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農業省(Ministry of Agriculture) 
Rajib Ali    Deputy Director of Planning 
Mamdouh al-Tafari   Deputy Director of Planning 
Maha Shakhasher   Head of Production Planning 
Ali Saad    Head of Investment Planning 
Abd al-Hamed al – Madani  Head of Sectorial Planning 
Ai Zeab   Agricultural Planning in Damascus Rural Dam  
 
国家計画庁(State Planning Committee) 
Talal Bakfalouni  Deputy Head of State Planning Commission 
Zilal Rahinah  Director of Regional Planning and Governorate Development 
Roula Maya  Adviser to Regional Planning Administration Division、SPC   
 
統計局(Statistical Bureau) 
Ibrahim Ali  Director, Central Bureau of Statistic 
Soumaya Sadedine  Director of Planning and Technical Co-operation 
 
MAMプロジェクト 
Erfan Ali    Project Director 
Christopher Kaczmarski  Team Leader 
George Hartman   Institutional Development Expert 
Henk Verbrugge   Municipal Finance Expert 
 
水資源情報センター（WRIC） 
Bachar Faid   Director 
Atsuishi Suzuki   Hydrologist 
 
Kalamoon大学 
Sheikh Hussein Abdul Majid President 
 
日本大使館 
馬場 智 二等書記官 
 
JICAシリア事務所 
大竹 茂 次長 
中原 二郎 調整員 
Sakher Mrishi  Program Officer  
Mamoun Fahham  Consultant, National Committee for SD Coordinator 
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031201 日本大使館説明 
日時 ： 2006 年３月 12 日（日）10:00 ～10:20 

場所 ： JICA シリア事務所 
出席者（日本大使館）:  
奥田   二等書記官  馬場 智 二等書記官 
大塚浩己 二等書記官 
出席者（日本側）:  

調査団（長澤、保科、西田、濱田、中村） 
  大竹茂、仲原二郎（JICA シリア事務所） 
 
＜協議概要＞ 
長澤団長、保科副団長から本件調査の説明があった後、奥田書記官から以下の指摘があった。 
① 約 10 年前に JICA で交通計画の開発調査を実施しているので、本件調査実施の際には、レビュ

ーする必要がある。特に、提案した内容に対して実施された内容及び、何ができて、何ができな

かったのか解析する必要がある。 
② シナリオについては、最善、最悪、中間等、複数のものについて考えてほしい。 
③ 地区レベルの計画で、将来の青写真を示すことは重要である。 
④ 技術協力プロジェクトの活用、無償、専門家等、短中長期で様々なことでの活用を考えてほし

い。 
⑤ 「絵だけ描いて、後はシリア次第」というようなプロジェクトにしないように、文化無償、草の

根等、いくつか考えて、表に出てくるものを計画してほしい。 
本日は時間がなかったため、後日（13 日 16 時）に再度、説明協議することとした。 

 
031202 国家計画庁（SPC）打合せ 

日時 ： 2006 年 3 月 12 日（日）12:15～12:50 

場所 ： SPC 事務所 
出席者（シリア側）:  
 Mr. Talal Bakfalouni, Deputy Head of State Planning Commission 
 
出席者（日本側）:  

調査団（長澤、保科、西田、濱田、中村） 
  大竹茂, Mamoun Fahham（JICA シリア事務所） 
 
＜協議概要＞ 
団長及び Mr. Fahham が本件調査の内容、背景等を説明した。 
Mr. Bakfalouni から以下の発言があった。 

1）技術者のキャパシティビルディングは重要と考えており、ぜひお願いしたい。 
2）第 10 次５か年計画は近々に議会で承認され、発行される予定である（早ければ来週にも）。重

要部分は英語に翻訳される。今回の特徴は幅の広い組織（NGO も含む）から意見を聴取し,
自然条件の考慮を重視したことである。そのなかでローカルガバメントの都市・地域開発政策

３．面談議事録 
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のキャパシティディベロップメントを進めたい。 
3）SPC の役目はコーディネーションである。 

 
調査団から、「本件調査の際のステアリングコミッティのオーガナイズをお願いしたい」との依頼

に対し、「喜んでやるが、Offical Letter を出す形にしてほしい」との要望が、Mr. Fahhm からあった。 
 
031203 自治環境省（MLAE）打合せ 
日時 ： 2006 年 3 月 12 日（日）13:05～14:20 

場所 ： MLAE 事務所 
出席者（シリア側）:  

Eng. M. Sadek Abo watfa, Deputy Minister of Local Administration & Environment 
  Eng. Mamal Sakka, Head of EIA Department 
  Eng. Kouthar Khalil, Climate Change Department  
出席者（日本側）:  

調査団（長澤、保科、西田、濱田、中村） 
  大竹茂, Mamoun Fahham（JICA シリア事務所） 
 
＜協議概要＞ 
主として調査団の予定について打合せた。 
 
031204 MLAE Planning Office 視察 
日時 ： 2006 年３月 12 日（日）15:00～15:50 
場所 ： MLAE Planning Office 事務所 
出席者（シリア側）:  
 Ms. Hiam Alali, Head of Master Plan 
 Eng. Kouthar Khalil, Climate Change Department 
出席者（日本側）:  

調査団（長澤、保科、西田、濱田、中村） 
  大竹茂, Mamoun Fahham（JICA シリア事務所） 
 
＜協議概要＞ 
1）航空写真が所蔵されており、壁に貼られているものだけでも、1991, 1982, 1985 年のものが

ある。縮尺は 1:15,000 である。その他、地形図等も所蔵されているようである。 

2）現在、縮尺：10,000 で作成した M／P を 1:5,000 に書き直している。 

3）M／P 自体の作成は、General Company for Engineering and Counseling という国営のコンサルタ

ント会社にまかせている。この Office は、アレンジ・スーパーバイズするだけで、プランを

作成する技術者はいない。 
 
031301 ダマスカス県知事訪問 
日時 ： 2006 年３月 13 日（月）9:00～9:40 
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場所 ： ダマスカス市庁（Head Office） 
出席者（ダマスカス市側）:  
 市長 Dr. Bashar Mufti  

ダマスカス県都市設計・都市計画局長 Eng.Moh.Ghassan Nvelati 
Eng. Mamal Al Sakka, Deirector of EIA Department, MLAE 

  Eng.Kouthar Khalil, Climate Change Department, MLAE 
 

出席者（日本側）:  
調査団（長澤、保科、西田、濱田、中村） 
大竹茂、Mamaun Fahham（JICA シリア事務所） 

 
＜協議概要＞ 
長澤団長、保科副団長より本件調査の説明を行った。 
市長からダマスカスの都市問題として主なものは交通混雑と環境汚染であるとのコメントがあり、

また、今回の JICA 調査に対して全面的に協力するとの約束があった。 
Dr. Fahham より本調査について補足説明をした。 
 
031302 運輸省説明 
日時 ： 2006 年３月 13 日（月）12:25～13:10 

場所 ： 運輸省 
出席者（MoT）:  
 Dr. Yarab Badir, Minister of Transport 
 Ms. Mayador Skeiker, Head of Planning Department 
 Ms. Roula Almarai, Civil Engineer of Planning Department 
出席者（日本側）:  

調査団（長澤、保科、西田、濱田、中村） 
  大竹茂（JICA シリア事務所） 
 
＜協議概要＞ 
Dr. Badir は３か月前に運輸大臣になったばかり。JICA 交通 M／P の時はステアリングコミッティの

一員であり、ラタキア廃棄物調査のときは Local Expert として参加した。 
長澤団長、保科副団長からの説明ののち、Dr. Badir から意見があった。主なものは以下のとおり。 
1）ダマスカスの都市発展に対して、３つのバリアがある。空港、カシオン山、ゴータの森の３つ

であり、これらを都市計画で配慮する必要がある。 
2）不法居住に対しては、魔法の対策はない。しかし対処していかねばならない。 

3）General Company によるダマスカス M／P がある。ただ、これはインフラに焦点をおいたもの

である。 

4）EU による鉄道 M／P、空港リハビリ計画、公共交通計画がある。JICA 調査においては参考に

してほしい。 

5）地下鉄については、EU の M／P のなかで、南北を走る路線が考えられている。EU Development 
Bank の融資が検討されており、第５次調査として F／S が実施される予定である。 
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6）モノレールについては、マレーシアの提案である。BOT を検討しているが目途はたっていな

い。また、高架となるため、景観等に対して問題があると考えられている。 

7）ダマスカスのヒジャーズ駅と空港を結ぶ鉄道計画がある。途中に２ないし３駅を設けることに

なるだろう。 
 
031303 MLAE 打合せ 
日時 ： 2006 年 3 月 13 日（日）13:40～16:00 
場所 ： MLAE 計画局 
出席者（シリア側）:  
 Dr.Nabil al Ashraf、Deputy Minister of MLAE、計画担当 
 Eng.Ziad, Nahlawy Director of Urban Planning, MLAE 
 Eng.Abdul Karim Edris, Topographic Department, MLAE 
 Eng.Mamal Al Sakka, Head of EIA Department, MLAE 

  
出席者（日本側）:  

調査団（長澤、保科、西田、濱田、中村） 
  大竹茂, Mamoun Fahham（JICA 事務所） 
 
＜協議概要＞ 
団長、副団長より本件調査の目的内容について説明をした。 
Deputy Minister より以下の発言、説明があった。 
1）現在並行して行われている調査、特にマッピング作業とコーディネイトしてほしい。 

2）Deputy Minister は 10 年前の JICA 交通調査の際ステアリングコミッティのメンバーだった。 

3）いくつかの調査が行われた（フランスなど）がその後実施されなかった。調査後の実施計画が

重要である。 

4）計画にあたってはダマスカス・ガバナレートとルーラルダマスカス・ガバナレート間の調整が

問題である。 

5）プランニングの段階と名称に混乱がある。 

6）都市計画に GIS の導入を現在やりつつある。情報をまず収集し、その後、GIS にインプットす

る。ベースマップは既にある。 

7）MLAE の計画局には現在エンジニアー75 名、技師 30 名、建築士 65 名がいる。道路技術者は

一人もいない。本件調査の C／P を人選している。 

最後にパワーポイントによる GIS のデモンストレーション（Integrated Planning Map of Kafar 
Hawar Village）があった。 

 
031304 日本大使館追加説明 
日時 ： 2006 年３月 13 日（月）17:10～17:40 
場所 ： 在シリア日本大使館 
出席者（日本大使館）:  
 馬場 智 二等書記官 
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出席者（日本側）:  

調査団（長澤、保科、西田、濱田、中村） 
  大竹茂（JICA シリア事務所） 
 
＜協議概要＞ 
 昨日の大使館説明で時間不足のため、十分な説明ができなかったため、本日、馬場書記官に対し

て再度プロジェクトの説明を行った。書記官からの主な指摘、質問等、それに対する返答は以下の

とおり。 
1）ダマスカスでは地図、GIS は整備されているのか？ 

＞ 木曜のテクニカルミーティングには多数のシリア側機関が参加するので、 
そこで確認する。 

2）本格調査開始時期は？ 
 ＞ 今年（2006 年）７～８月を考えている。 

3）文化財は旧市街以外にもあるのか？ 
 ＞ トルコ時代、フラインス時代等の建造物等がある。 

4）先方と、どのような議論があったのか知りたい。 
 ＞ 帰国前の大使館報告の際に、各討議の議事録を添付する。 

 
031401 ワークショップ 

日時 ： 2006 年３月 14 日（月）10:00～12:30 
場所 ： MLAE 
出席者（シリア側）:  
 本現地調査中別の機会に会った面会者と一致し、出席者多数のため省略  

 
出席者（日本側）:  

調査団（長澤、保科、西田、濱田、中村） 
  大竹茂、Mamouth.Fahham（JICA シリア事務所） 
 
＜ワークショップ概要＞ 
1. Deputy Minister of MLAE (Eng.M.Sadek Abowatfa)よりの挨拶。 
2. 長澤団長の挨拶 
3. 保科副団長によるパワーポイントによるプレゼンテーション（JICA 調査における地域計画・都

市計画調査の位置づけ（第１部） 
4. 質疑応答 
5. 保科副団長によるタイ・バンコクの都市開発計画調査の事例についてのプレゼンテーション（第

２部） 
6. 質疑応答 
7. 保科副団長による本件調査の S／W の説明（第３部） 
8. 質疑応答 

質疑応答でのシリア側よりの主なコメントものは以下のようなものである。 
 調査にあたってはダマスカスの特性（conditions、characteristics）を十分考慮してほしい。 
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 緑地、農地の保存は重要である。 
 ダマスカスを持続的に発展させる計画がみたい。 
 第 10 次国家開発計画に沿った計画にするべきである。 
 他の調査と調和の取れた計画（例えば UNDP、GTZ）。 
 ダマスカス郊外圏の指摘がないがダマスカス市と一緒に計画に入れるべきである。 
 水の問題は重要である（JICA による水資源調査、給水管の修復）。 
 シリア政府としていままでいくつかの開発計画を策定したが、それぞれの調整がなされて

いない。 
 シリアのほとんどの地区には計画書はないが、基礎的インフラ（電気、上下水道、学校、

病院など）はほとんどの地区に備わっている。 
 この調査が単なる調査だけに終わらないよう、実施に移されるような配慮も入れた調査に

してほしい。 
 ダマスカスは交通混雑に病んでいる。10 年前に行われた JICA の交通調査の update をして

ほしい。 
 ダマスカスはバンコクと地理的条件が異なる。このプロジェクトはここの地勢･地理に合っ

たものになるべきである。 
 住宅省で行っている住宅計画は本計画に役立つと思う。 
 古い工業地帯は影が薄れてきている。本調査で配慮してほしい。 
 調査は農業省と一緒にやるべきである。 
 エコシャール・番匠谷計画は in depth とはいえないかもしれないが緑地保全の重要さを指

摘している。建築物の建設を規制するべきである。 
 ダマスカスの手持ち資源の十分な活用をしてほしい。 

などなど   
本件に関係するダマスカス都市計画関係者の大勢の出席を得、活発な意見の交換、発表あり、大変

活気のあるワークショップとなった。 
 
031402 ダマスカス Rural Damascus Governorate 表敬 
日時 ： 2006 年３月 14 日（火）13:05～13:50 

場所 ： Rural Government 
出席者(Rural governorate ）:  
  Dr. Eng. Mohamed Said Akil 
出席者（日本側）:  

調査団（長澤、中村） 
  大竹茂（JICA シリア事務所） 
 
＜協議概要＞ 
Akil 氏は、以前はアレッポの市長であり、JICA の支援についてよく知っている。 
長澤団長からプロジェクトの説明の後、以下の意見があった。 
1）Rural Governorate から C／P を出すのは問題ない。どのような分野で、どのような資格をもっ

た人間が必要か、指摘してほしい（後日、プロジェクトの内容がはっきりとしてから、連絡す
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ること、技術移転が主目的であり、参加する技術者はフルタイムで参加してほしいことを依頼

した）。 
2）ダマスカス Rural エリアでは GTZ による環境のプロジェクト、Rural エリア全域の下水プロジ

ェクト（マレーシアの会社に依頼？）等々いくつかの計画がある。これらを JICA 調査のなか

で考慮してほしい。 
3）不法居住は大きな問題である。解決策として、そのまま残す部分と移転する部分を区分し、移

転する人たちに対して Housing Area をつくり、住宅を供給することを考えている。ただし、

これにはコストの問題があり、方法を検討せねばならない。 
4）パイロットプロジェクトの地域として、ぜひ Rural の District を選定してほしい。 

5）後日、具体的な資料、情報の収集に訪問することを伝え、快諾を得た。 
 
031501 観光省面談 

日時 ： 2006 年３月 15 日（水） 12:30～13:45 

場所 ： 観光省 

出席者（シリア側）  
 Mr.Kasem Darwish, Planning Director, Ministry of Tourism 
 Mr.Bassam Barsek, Director of International Relations, Ministry of Tourism 
 Eng.Kouthar Khalil, Climate Change Department, MLAE 

 
出席者（日本側）:  

調査団（長澤、保科、西田、濱田、中村） 
        
＜概要＞ 
1. 保科副団長より訪問の目的と JICA 観光調査後のシリア観光活動への成果について質問 
2. Planning Director よりシリアへの外国観光客の増加について話あり。 
3. Director of International Relations の話： 

① 第 10 次開発５か年計画書に観光の項がある。 

② ダマスカス市内の土地の利用について、他の省庁と取り合いになることがある。M／P
で土地の利用の仕方について区分けをしてほしい。 

③ JICA 調査(1998 年)は重要な問題点が指摘されているが資金不足のためあまり実施に

移されていない。 

④ シリアでは観光は重要な産業になってきており、経済セクターにおける観光業の割合

は大きくなってきている。 

⑤ ドイツのコンサルタントが小さな町 Maalula と Zabadani の観光調査を行っている。 

⑥ 2010 年には外国からの観光客数は 750 万人になると推定されている。 

などなど 
 
031502 MLAE GIS 
日時 ： 2006 年３月 15 日（水）10:40～11:40 
場所 ： MLAE 環境関連事務所 
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出席者(MLAE ）:  
  Ms. Erfan Ali, Engineer, GIS Unit 
  Ms. Samah Rislan, Engineer, GIS Unit 
  Mr. Mohammed Aldoubosh (JICA) 
出席者（日本側）:  

調査団（保科、西田、濱田、中村） 
 
＜協議概要＞ 
環境関連部署の事務所には、JICA「環境能力向上プロジェクト」のプロジェクト室があるほか、GIS
の構築をここで実施している。GIS の状況等を見学、ヒアリングした。 

1）MLAE は環境関連部署及び都市計画関連部署の双方で GIS を構築している。ここは、環境関

連部署の GIS で、環境を考慮した土地利用への適用をめざしたもので、GTZ による指導を受

けている。GIS 室のスタッフは３名である。 
2）ＧIS ソフトは Arc Info である。ベースマップは 2000 年頃の縮尺 1：50,000 地形図であり、ダ

マスカス周辺９枚の地形図を GIS 化している。地形図をスキャナーで読み込んで、画面上で

作図を行っており、レイヤーとしては、等高線、道路、河川程度である。単に地形図を画像に

しただけであり、極めて初歩的なものである。 

3）都市計画関連部署の GIS は、EU の MAM プロジェクトの一環として実施されており、人口等

の統計データも入力されている。コンサルタントとして、オランダの Bitter 氏が指導にあたっ

ており、有用なものが作成されているとのことである。 
 
031503 Industrial City 
日時 ： 2006 年３月 15 日（水）14:10～16:10 
場所 ： Industrial City  
出席者(Industrial City）:  

Mr.Zeyad Bador, General Director, Directorate of Industrial City Adra, MLAE 
    Mr.Amer Mouases, Director, Directorate of Industrial City Adra, MLAE 
    Mr.Khalil Mouases Director, Directorate of Industrial City Adra, MLAE  
出席者（日本側）:  

調査団（長澤、保科、西田、濱田、中村） 
Sakher Mrishih, Mamoun Fahham (JICA 事務所) 

 
＜協議概要＞ 

Industrial city はシリア政府（MLAE）によって計画・実施されている工業団地都市である。現地

における視察、ヒアリングの結果は以下のとおり。 
1）開発面積は約 7,000 万ｍ2、ダマスカスの北東約 35km に位置している。最終的(2030 年)な工

場の数は 2,600、人口は居住者 40 万人、通勤者もあわせると 100 万人が団地で働くことにな

る。ダマスカスの人口圧力を低減し、更に雇用を促進することにより、海外へ出稼ぎにいくシ

リア人の働き場所になることも期待している。 

2）もともとの計画はエコシャールであるが、場所はダマスカスから少し離れた位置になって
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いる。この場所は、空港から 20km と近く、幹線道路沿いに位置し、砂漠であり、農業には適

していないため、既存農業・森林に影響を与えない。また、環境面への配慮として、廃棄物処

理場、下水は完備し、環境試験室も設置予定である。 
3）現在、イラン、エジプト、インドネシア等からの投資による工場が建設され、一部稼働中であ

る。 

4）工業用水は下水処理場からの処理水、生活用水は地下水を考えている。 

5）ダマスカスの南の Derali と北西に軽工業用の工業団地が計画されている。 
 
 
031601 テクニカルミーティング（実質的な S／W 協議） 
日時 ： 2006 年 3 月 16 日（木）9:00～12:50 

場所 ： MLAE 
出席者（シリア側）:  
   

  Name Organization Position 
1 Ghassan Nwilate Damasucus Gov Director, Urban Design & Planning 

2 Lamia Reda Damasucus Gov Deputy Head of Planning 

3 Imad Bezreh Damasucus Gov Deputy Head of Planning 

4 Hiam Alali Damasucus Gov Head of Master Plan 

5 Hassan Haje Damasucus Gov Head of Studies Planning 

6 Ahmad Aldali Damasucus Gov Master Plan Section 

7 Sadek Abowatfa MLAE  Deputy Minister 

8 Nabil Al-Achraf MLAE  Deputy Minister 

9 Ziad Nahlawy MLAE  Director of Urban Planning 

10 Abdul Karim Edris MLAE  Topography 

11 Kouthar Khalil MLAE  Eng. Climate Change 

12 Samah Rislan MLAE  Eng. GIS unit & EIA 

13 Hisham Al-Baba Rural Damascus Gov Director, Urban Planning 

14 Atef Jabn Rural Damascus Gov 
General Director, Technical 

Service 

15 Mamoun Fahham National Committee for SD Coordinator 

 
 
出席者（日本側）:  

調査団（長澤、保科、西田、濱田、中村） 
  Mamoun Fahham（JICA シリア事務所） 
 
＜テクニカルミーティング概要＞ 

シリア側挨拶のあと保科副団長による今回調査の経緯の説明があり、調査内容の説明を兼ねて

S／W の項目ごとについて説明し、協議した。引き続きクエスチョネアーについて JICA 側の要求す
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るポイントについて説明し、シリア側の資料の存在と入手先を確認した。 

S／W について特に議論された点は以下のことである。 
 調査区域の境界線がはっきりしていない。一応行政区域の境界地図をシリア側より提出し

てもらうよう要請した。 
 S／W に長期（約 2050 年）的に環境面から調査にどのようなことが考慮されているかを含

むよう要望があった。 
 レポートのほかに地図と図面を追加 
 調査期間のバーチャートはより深く検討する。 
 シリア側のアンダーテイキングについて疑義がでたが、ここに書かれているのは JICA の

雛形文であるということで相手の理解を得た。 
クエスチョネアーについては、要求資料のすべてを今回持ち帰る必要はないが、資料のあるなし

を確認する必要があることを説明。アイテムごとの説明を行い、資料をもっている部署や担当者を

確認、後日訪問などして資料の確認、入手をすることになった。 
 
 
031602 Meeting with MAM(Municipal Administration Modernization) EU project 
日時 ： 2006 年 3 月 1６日（木）14:30～15:45 

場所 ： EU MAM Office 
出席者（MAM 側） 
 Mr.Erfan Ali, Project Director 
 Mr.Christopher Kaczmarski, Team Leader 
 MrGeorge Hartman, Institutional Development Expert 
 Mr.Henk Verbrugge, Municipal Finance Expert 
出席者（日本側）:  

調査団（保科副団長、西田、濱田、中村） 
  Mamoun Fahham（JICA シリア事務所） 
  
協議の主要点は次のとおりであった。 
 双方プロジェクトの概要を説明したところ、MAM 側よりダマスカスオールドタウンの M／P

及び、交通網計画において双方の調査にダブリがあるのではないかという指摘があったが、

MAM のプロジェクトはシリアの６都市を表層的、横並びに調査するものであり、JICA の調査

とは精度が異なること、また JICA 調査のパイロット地区としてオールドタウンを取り上げる

かどうかも不明であることを考慮すると、調査のダブリについてそれほど心配はいらないとい

うことで一致した。 
 MAM の全体的にカバーした調査は JICA 調査に有用ではないか。 
 MAM は既にインセプションレポートをつくったが、現在 EU の承認待ちである。 
 GIS コンポーネントに関してまだ方向性が定まっていない状態である。 
 GTZ と調査の調整をすることも大切ではないか。 
 お互いに情報交換をすること、ダブリのないようにすること。 

 

－55－



 
 
 
031901 WRIC プロジェクト視察 
日時 ： 2006 年３月 19 日（日）14:10～16:10 
場所 ： 水灌漑省オフィス  
出席者(プロジェクト側）:  
JICA 専門家 
 鈴木 敦 専門家 （水文） 
 杉浦 伸郎 専門家（業務調整） 
出席者（日本側）:  

調査団（西田、濱田、中村） 
大竹茂、Rouand Sido (JICA 事務所) 

 
＜概要＞ 
 今回は施設訪問とプロジェクト現状の確認のみ。後日再度訪問し、ダマスカス首都圏の水問題や

各種 GIS データの所蔵状況の確認を行うこととした。 
 
032001 S／W 協議 
日時 ： 2006 年３月 20 日（月）13:20～14:30 
場所 ： MLAE 
出席者（シリア側）:  

  Name Organization Position 
1 Ghassan Nwilate Damasucus Gov Director, Urban Design & Planning
2 Lamia Reda Damasucus Gov Deputy Head of Planning 
3 Ahmad Dapie Damasucus Gov  
4 Lamia Reda Damasucus Gov  
5 Hassan Haje Damasucus Gov Head of Studies Planning 
6 Mamal Sakka MLAE Head of EIA 
7 Khaled Masri Rural Damascus Gov  Topography Section 
8 Rafat Abu Fakhr Rural Damascus Gov  Urban Planning Section 
9 Kouthar Khalil MLAE  Eng. Climate Change 

10 Hisham Al-Baba Rural Damascus Gov Director, Urban Planning 

11 Atef Jabn Rural Damascus Gov General Director, Technical 
Service 

12 Mamoun Fahham National Committee for SD Coordinator 
  
出席者（日本側）:  

調査団（長澤、西田、濱田、中村） 
  Mr. Sakher Mrishi, Mamoun Fahham（JICA シリア事務所） 
 
＜協議概要＞ 
日本側より S／W の修正点、M／M の内容について説明を行いつつ協議を実施し、S／W、M／M の

最終合意に至った。主な質疑は以下のとおり。 
1）「本格調査の開始時期はいつか」とのシリア側の質問に対し、「本年、７～８月頃には開始予定」

である旨返答した。また、「開始時期が決定すれば、前もって知らせてほしい」とのシリア側
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要望に対し、「開始の２か月前くらいには知らせることができる」旨返答し、合意を得た。 
2）「調査範囲として、Rural Damascus の Vital area はだれが決めるのか」との問いに対し、「調査

の結果を基に、本格調査団とシリア側で協議の上決定する」と回答し了解を得た。 
3）M／M のなかで、「C／P とワーキンググループは同じものではないのか」との問いに対し、

双方、同じものであることを確認し、１つの項目に統一した。 
4）環境ガイドラインについて説明を行い、情報公開、住民・ステークホルダー参加については異

存ない旨、確認した。 
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５．Preparatory Study Report of Environmental Issues 
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